
しながわがくげい 
【絵本の貸し出し】 

 ２学期から絵本の貸し出しを再開しました。コロナ禍でここ数年行

えませんでしたが、ようやくできるようになりました。毎週木曜日

（または金曜日）に貸し出しを行い、週明けに返却することになって

います。子どもたちは読みたい絵本を手に取り、あれこれと悩みなが

ら本を選んでいます。本が決まれば、貸出担当の傳川先生の所に行き

貸し出しの手続きをしてもらいます。手続きが済めばすぐに手提げ袋

に入れ、保育室に帰ります。降園の時には、袋を大事そうに持ってい

く姿も見られます。子どもたちが選んだ本をぜひお家で読み聞かせを

してみてください。読み聞かせには、感情が豊かになる、想像力を育

む、言語力が高まる等の効果があるといわれます。 

【新しい仲間と水草】 

 ９月号でもお知らせしましたが、暑かったためか水草が増えました。間

引きのために水草専用のビオトープを増やしましたが、半月ほどでそこも

いっぱいになってしまいました。繁殖力の強さ、生命の力強さを感じまし

た。もしご家庭で水草が必要であればお声がけください。お分けしたいと

思います。 

 このビオトープに新しい仲間が入りました。オンブバッタです。夏休み

中は水草につかまり動き回っていました。2学期になってもしばらくの間は

ビオトープにいましたが、このところ見かけなくなりました。幼稚園も始

まったことなので、バッタの学校に戻ったのかもしれません。また遊びに

来てくれるかもしれないので、探してみるのも面白いかもしれません。緑

色なので、水草の色に重なっています。ゆっくり見てください。 

 

 

 

暑さ寒さも彼岸まで？・・・ 

 ９月になってもの猛暑、連日の３０℃越えの中、子どもたちは運動会の練習に取り組んでき

ました。休憩をとりつつ、日陰を探しつつの練習でしたが子どもたちはとても頑張って練習に

励んできました。ここ１週間ほどは気温も下がり、過ごしやすくなってきましたが、再度真夏

日になるなど、急激な温度変化に体調を崩してしまう子どもも出てきました。少し前までは考

えられなかった気候の変わりように、驚くばかりで体が追い付いていない状況です。体調の管理をよ

ろしくお願いいたします。 

 今年度の運動会は、人数制限を行いません。ご家族の皆様おそろいで子どもたちの活躍する姿に声

援を送っていただけたらと思います。おうちの方々に良い演技を見せようと子どもたちは張り切って

練習しています。どうぞご期待ください。 
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１０月 指導のねらい 

すみれ組 

〇秋の自然を感じながら、戸外遊びを楽しむ。 

 

ば ら組 

 〇いろいろな素材に親しみ、イメージや思いを自分なりに表現して楽しむ。 

 

ま つ組 

 〇自分のめあてをもって挑戦したり、力を出したりする 

 

講師による指導（１０月） 

   器楽指導  渡辺 正明先生   まつ組 

 英語指導  ジェマ ヘムス先生   ばら組 まつ組 

体育指導   櫻井 由香先生      ばら組    

                 松本 幸浩先生      まつ組 

〇お願い 

   「運動会」 

お配りするプログラムにも書いてありますが、本園には駐車場、駐輪場はありません。路

上に駐輪した場合、近隣の方々にご迷惑をおかけすることになります。くれぐれも自動車や

自転車でのご来校はおやめください。 

また、校舎２階は「小学生以下の子ども」だけでの立ち入りは禁止です。大変危険ですの

で、どうぞご承知おきください。 

     

                          

しながわがくげい  二十四節気・七十二候・・・１０月 神無月（かんなづき）・・・ 

 二十四節気は半月ごとの季節の変化を示しています。これを約５日おきに分けて気象の動きや動植物の変

化を知らせるのが七十二候（しちじゅうにこう）といいます。 

寒露
か ん ろ

（８日）・・・草木に冷たい露が降りる頃 ぐっと秋が深まる 

   鴻雁来（こうがんきたる）北へ帰った雁が返ってくる頃 

   菊花開（きくのはなひらく）菊の花が咲き始める頃 

   蟋蟀在戸（きりぎりすとにあり）戸口で秋の虫が鳴く頃  昔は「こおろぎ」を「きりぎりす」と呼びました 

霜降
そうこう

（２３日）・・・早朝に霜が降り始める頃 北の方では山々が紅葉になる 

   霜始降（しもはじめてふる）草木や作物を枯らしてしまう霜を警戒する時期 

   霎時施（こさめときどきふる）ときどき小雨が降る頃 ひと雨ごとに気温が下がる 

   楓蔦黄（もみじつたきばむ）楓や蔦の葉が色づく頃 紅葉狩りの季節 

秋も終わる時期となります。残暑もおさまっていくことでしょう。虫の声をゆっくり聞きたいものです。 

 

  

 


